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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第27期

第３四半期
累計期間

第28期
第３四半期
累計期間

第27期

会計期間
自2021年７月１日
至2022年３月31日

自2022年７月１日
至2023年３月31日

自2021年７月１日
至2022年６月30日

売上高 (千円) 1,018,491 1,197,541 1,588,807

経常損失（△） (千円) △241,589 △146,173 △82,878

四半期（当期）純損失（△） (千円) △235,448 △618,286 △91,660

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 425,994 431,724 431,664

発行済株式総数 (株) 2,436,960 2,493,760 2,493,360

純資産額 (千円) 984,044 495,357 1,138,504

総資産額 (千円) 1,344,891 1,479,531 1,514,907

１株当たり四半期（当期）純損失
（△）

(円) △102.35 △248.02 △39.18

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 10.00

自己資本比率 (％) 73.2 33.5 75.2
 

 

回次
第27期

第３四半期
会計期間

第28期
第３四半期
会計期間

会計期間
自2022年１月１日
至2022年３月31日

自2023年１月１日
至2023年３月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △11.19 △0.17
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期

(当期)純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社ジィ・シィ企画(E36666)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の重要な変更は、以下を除き

ありません。

当社は、情報システム開発売上高について、期初計画で見込んでいた既存ユーザーのリプレイスや機能追加を行う

一部案件において、システム要求の多様化やユーザーの経営状況等の変化によるIT投資に対する方針の変更が発生し

たことで、システム導入までのリードタイムが長期化し、売上高の来期への期ずれが発生しました。アウトソーシン

グサービス売上高については、成長戦略のサービス開始時期が先延ばしになった影響から、当初計画していた売上高

が未達となる見込みとなりました。そのため、第２四半期会計期間において事業計画を見直した結果、前事業年度に

引き続き、当事業年度も営業損失を計上する見通しとなりました。

将来収益見込みに不確実性を織り込み慎重に勘案し、減損損失の計上及び繰延税金資産の取り崩しを行った結果、

当第３四半期累計期間においては、618,286千円の四半期純損失を計上することになりました。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、インバウンド需要や国内での経済活動が活発化し、緩やかながら

も景気は回復基調で推移しました。一方で世界的なエネルギー・原材料価格の高騰や世界的な金融引締め等による

影響には注意が必要であり、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

　当社が属する情報サービス産業においては、デジタルトランスフォーメーション（DX）領域への取り組みなどを

背景に、企業の生産性向上や業務効率化を目的としたシステムの更新投資需要は引き続き高い状態にあるものの、

先行き不透明な景況感の中で投資判断には慎重さが見られました。

　当社の主要な事業領域であるクレジットカード業界においては、経済産業省の特定サービス産業動態統計調査に

よると、クレジットカード業の取扱高は2023年２月度における前年同月比で20.8％増加しており、クレジットカー

ド等の普及は、今後も増加が継続するものとみられます。

　このような環境の中、当社はスーパーマーケット・ディスカウントストア等、小売業の新規・既存顧客を中心

に、EMVに準拠した決済システムの導入、新たな決済手段やサービス開始の提案等を引き続き進めてまいりました。

当第３四半期会計期間より、従来の売り切り型に加えて、マルチ決済端末のサブスクリプションサービスも導入

し、マーケットターゲットの拡大を進めております。

情報システム開発売上高（フロー収益）は、ライセンス販売や端末販売が前年同四半期より増加したことに加

え、大型案件の受注により受託開発売上が増加し、522,500千円（前年同四半期比57.6％増）となりました。アウト

ソーシングサービス売上高（ストック収益）は、情報システム開発売上案件の納品後から売上計上されますが、一

部顧客の切替があり、675,040千円（前年同四半期比1.7％減）となりました。

情報システム開発売上高について、前事業年度から引き続き、新規ユーザーの獲得が難航しました。また、既存

ASPサービスの新規ユーザー獲得も期初計画では見込んでおりましたが、2020年の経済産業省が推進するクレジット

IC化に伴い、大規模加盟店・中規模加盟店に対してIC化が一斉に実施されたことで、2021年以降、一時的に需要が

停滞し、反動減が想定よりも大きく影響しているものと分析しております。

アウトソーシングサービス売上高については、既存ユーザーからの安定した売上を確保している一方で、情報シ

ステム開発売上高の需要停滞の影響を受けるものと考えております。それに対して当社は、成長戦略である国際ブ

ランド決済ネットワーク接続サービス、マルチ決済端末のサブスク型販売等について、経営資源を投下し、売上確

保を見込んでおりましたが、サービス開始時期が先延ばしになった影響から、当初計画通りの売上高を計上するに

至りませんでした。

決済システムの導入やリプレイスは、概ね4年から5年ほどで実施されることから今後徐々に需要が高まると考

え、当社においては翌事業年度から新規加盟店獲得による売上増加を見込み、それに向けた研究開発・設備への投

資を引き続き実施しております。

第２四半期会計期間において、最近の業績動向、業績推移を踏まえ、事業計画を見直した結果、当事業年度も前
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事業年度に引き続き営業損失が発生する見込みとなり、当第３四半期累計期間においては特別損失として減損損失

452,321千円を計上するとともに、繰延税金資産を取り崩すこととなりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は1,197,541千円（前年同四半期比17.6％増）、営業損失は

140,801千円（前年同四半期は営業損失215,103千円）、経常損失は146,173千円（前年同四半期は経常損失241,589

千円）、四半期純損失は618,286千円（前年同四半期は四半期純損失235,448千円）となりました。

なお、当社は、キャッシュレス決済サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略して

おります。

 
(2) 財政状態の状況

（資産）

流動資産は、前事業年度末と比べて347,675千円増加し、1,454,738千円となりました。これは主に、現金及び預

金が163,957千円、商品が320,504千円増加した一方で、売掛金及び契約資産が53,126千円、仕掛品が47,552千円減

少したことによるものであります。固定資産は、前事業年度末と比べて383,051千円減少し、24,792千円となりまし

た。これは主に、減価償却費及び減損損失の計上により、有形固定資産が92,103千円、無形固定資産が249,448千

円、投資その他の資産が41,499千円減少したことによるものであります。

この結果、当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ35,376千円減少し、1,479,531千円

となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて441,245千円増加し、806,758千円となりました。これは主に、短期借入金が

500,000千円、1年内返済予定の長期借入金が23,882千円、未払法人税等が6,693千円増加した一方で、買掛金が

7,342千円、未払金が60,529千円、契約負債が23,802千円減少したことによるものであります。固定負債は、前事業

年度末と比べて166,524千円増加し、177,415千円となりました。これは主に、長期借入金が167,164千円増加したこ

とによるものであります。

この結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ607,770千円増加し、984,173千円

となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて643,146千円減少し、495,357千円となりました。これは主に、新株予約権

の行使により、資本金及び資本準備金がそれぞれ60千円増加したものの、利益剰余金が四半期純損失の計上により

618,286千円、配当金の支払により24,926千円減少したことによるものであります。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計方針及び見積りに記載した会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、「固

定資産の減損」を除き、重要な変更はありません。

なお、固定資産の減損にかかる見積りに用いた仮定の変更については、「第４ 経理の状況 １ 四半期財務諸表

注記事項 四半期損益計算書関係」に記載のとおりであります。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ませんが、第２四半期会計期間において事業計画を見直し、前事業年度に引き続き、当事業年度も営業損失を計上

する見通しとなったことから、以下について、特に優先的に対処してまいります。

新規ユーザーの獲得を活性化するため、営業アライアンス先を拡充、営業力の強化を図り、継続的な売上となる

ストック売上の成長に力を注ぎます。ストック売上につきましては、策定した成長戦略を確実に実行し、収益力の

回復、経営基盤の強化に努めてまいります。

資金面に関しては、当第３四半期会計期間末の現金及び預金の残高に加え、「第４　経理の状況　１　四半期財

務諸表　注記事項　重要な後発事象」に記載のとおり、2023年４月においてコミットメントライン契約による借入

200,000千円を実行しており、当面の資金を確保しております。引き続き、金融機関との継続的な取引関係の維持に

努めてまいります。
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(6) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、79,335千円であります。

当第３四半期累計期間においても、前事業年度と同様に既存事業の拡張に向けた研究開発と将来の事業化に向け

た研究開発を行っており、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2023年３月31日)

提出日現在発行数
(株)

(2023年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,493,760 2,493,760
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない当社における
標準となる株式であり
ます。
単元株式数は100株であ
ります。

計 2,493,760 2,493,760 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2023年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年１月１日～
2023年３月31日

－ 2,493,760 － 431,724 － 315,324
 

 
(5) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年12月31日現在）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 700

 

―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株でありま
す。

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,492,000
 

24,920

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式 1,060 ― ―

発行済株式総数 2,493,760 ― ―

総株主の議決権 ― 24,920 ―
 

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

 
② 【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ジィ・シィ企画

千葉県佐倉市王子台1-28-8 700 － 700 0.03

計 ― 700 － 700 0.03
 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2023年１月１日から2023年３月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2022年７月１日から2023年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、EY新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 447,263 611,221

  売掛金及び契約資産 449,482 396,355

  商品 53,790 374,295

  仕掛品 51,032 3,480

  その他 105,493 69,386

  流動資産合計 1,107,063 1,454,738

 固定資産   

  有形固定資産 92,103 －

  無形固定資産   

   ソフトウエア 207,097 －

   その他 42,350 －

   無形固定資産合計 249,448 －

  投資その他の資産 66,292 24,792

  固定資産合計 407,844 24,792

 資産合計 1,514,907 1,479,531
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 28,049 20,706

  短期借入金 － ※  500,000

  1年内返済予定の長期借入金 53,552 77,434

  未払金 123,844 63,314

  未払法人税等 739 7,433

  預り金 50,172 34,227

  契約負債 90,165 66,362

  賞与引当金 － 25,374

  その他 18,988 11,905

  流動負債合計 365,512 806,758

 固定負債   

  長期借入金 10,036 177,200

  その他 854 215

  固定負債合計 10,890 177,415

 負債合計 376,403 984,173

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 431,664 431,724

  資本剰余金 315,264 315,324

  利益剰余金 391,692 △251,521

  自己株式 △115 △168

  株主資本合計 1,138,504 495,357

 純資産合計 1,138,504 495,357

負債純資産合計 1,514,907 1,479,531
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 1,018,491 1,197,541

売上原価 707,314 812,864

売上総利益 311,176 384,676

販売費及び一般管理費 526,280 525,478

営業損失（△） △215,103 △140,801

営業外収益   

 受取利息 10 6

 助成金収入 499 3,290

 保険解約返戻金 621 2,105

 雑収入 340 460

 営業外収益合計 1,472 5,863

営業外費用   

 支払利息 787 582

 為替差損 234 7

 上場関連費用 6,472 －

 株式交付費 6,160 －

 訴訟関連費用 14,176 10,644

 その他 127 0

 営業外費用合計 27,959 11,234

経常損失（△） △241,589 △146,173

特別損失   

 減損損失 － ※  452,321

 固定資産除却損 0 492

 特別損失合計 0 452,814

税引前四半期純損失（△） △241,589 △598,987

法人税等 △6,141 19,299

四半期純損失（△） △235,448 △618,286
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

 
(四半期貸借対照表関係)

※　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約、取引銀行１行とコミットメントラ

イン契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高はそれぞれ次のとおりであります。

 
前事業年度

(2022年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2023年３月31日)

当座貸越限度額の総額 50,000千円 50,000千円

借入実行残高 －千円 50,000千円

差引額 50,000千円 －千円
 

 
 

前事業年度
(2022年６月30日)

当第３四半期会計期間
(2023年３月31日)

コミットメントライン設定金額 500,000千円 500,000千円

借入実行残高 －千円 390,000千円

差引額 500,000千円 110,000千円
 

 
(四半期損益計算書関係)

 ※ 減損損失

前第３四半期累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

　該当事項はありません。

 
当第３四半期累計期間(自　2022年７月１日　至　2023年３月31日)

用途 場所 種類 金額（千円）

事業用資産

千葉県佐倉市
東京都千代田区
山形県米沢市
北海道札幌市北区

建物、工具、器具及び備品等 136,544

ソフトウエア等 294,064

長期前払費用 21,712

合計 452,321
 

　当社は、キャッシュレス決済サービス事業のみを行っていることから、独立したキャッシュ・フローを生成

する最小単位として、全ての事業用資産を単一の資産グループとしております。

　前事業年度の有価証券報告書に記載した（重要な会計上の見積り）のうち、「２．固定資産の減損」につい

て、第２四半期会計期間において、主要な仮定である将来の新規加盟店獲得数を見直し、事業計画を修正した

ため、前事業年度から重要な変更が発生しております。

　将来収益見込みに不確実性を織り込み慎重に勘案した結果、前事業年度に引き続き、当事業年度も営業損失

を計上する見通しとなったことから、減損損失の兆候があると判定いたしました。

　事業計画及び新規加盟店獲得数の実現可能性を再検討した結果、当初計画していた収益が見込めなくなった

ため、減損損失を認識し、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上いたしまし

た。

　なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローは零と評価しておりま

す。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自　2021年７月１日
至 2022年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年７月１日
至 2023年３月31日)

減価償却費 57,696千円 49,068千円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年９月29日
定時株主総会

普通株式 33,400 16.00 2021年６月30日 2021年９月30日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　　該当事項はありません。

 
３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2021年９月28日をもって東京証券取引所マザーズ市場（現：グロース市場）に上場いたしました。上場

にあたり2021年９月27日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行200,000

株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ173,880千円増加しております。

また、2021年10月22日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資による

新株式60,000株の発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ52,164千円増加しております。

さらに、当第３四半期累計期間において新株予約権の行使により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ9,300千円増

加しております。

この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が425,994千円、資本剰余金が309,594千円となっておりま

す。

 
当第３四半期累計期間(自　2022年７月１日　至　2023年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月29日
定時株主総会

普通株式 24,926 10.00 2022年６月30日 2022年９月30日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　　該当事項はありません。

 
３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社はキャッシュレス決済サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

財又はサービスの種類及び収益認識の時期別

(単位：千円)

 

報告セグメント

キャッシュレス決済サービス
事業

　情報システム開発  

　 一時点で移転される財又はサービス 75,113

　 一定期間にわたり移転される財又はサービス 256,338

　アウトソーシングサービス  

　 一時点で移転される財又はサービス 4,455

　 一定期間にわたり移転される財又はサービス 682,583

 顧客との契約から生じる収益 1,018,491

 外部顧客への売上高 1,018,491
 

 
当第３四半期累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

財又はサービスの種類及び収益認識の時期別

(単位：千円)

 

報告セグメント

キャッシュレス決済サービス
事業

　情報システム開発  

　 一時点で移転される財又はサービス 256,860

　 一定期間にわたり移転される財又はサービス 265,639

　アウトソーシングサービス  

　 一時点で移転される財又はサービス －

　 一定期間にわたり移転される財又はサービス 675,040

 顧客との契約から生じる収益 1,197,541

 外部顧客への売上高 1,197,541
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自2021年７月１日
至2022年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自2022年７月１日
至2023年３月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △102円35銭 △248円02銭

(算定上の基礎)   

 四半期純損失（△）(千円) △235,448 △618,286

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △235,448 △618,286

 普通株式の期中平均株式数(株) 2,300,428 2,492,857

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

（多額な資金の借入）

当社は、機動的かつ安定的な資金調達を行うことで手元資金を厚くし、財務基盤の強化と経営の安定性を高め

ることを目的に、2023年４月28日開催の取締役会において借入を行うことを決議し、下記のとおり実行いたしま

した。

なお、本借入は2023年１月16日に実行いたしましたコミットメントライン契約による借入90,000千円を返済

し、200,000千円の借入を実行するものであります。

(1) 借入先　 株式会社千葉銀行

(2) 借入金額 200,000千円

(3) 借入実行日 2023年４月28日

(4) 返済期日 2023年７月28日

(5) 利率 基準金利＋スプレッド

(6) 担保の有無 無担保・無保証
 

 
 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２３年５月１５日

株式会社ジィ・シィ企画

取締役会  御中

 
EY新日本有限責任監査法人

 

東　 京　 事　 務　 所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 井   澤   依   子  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 椙   尾   拓   郎  

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ジィ・シィ企画の２０２２年７月１日から２０２３年６月３０日までの第２８期事業年度の第３四半期会計期間（２０

２３年１月１日から２０２３年３月３１日まで）及び第３四半期累計期間（２０２２年７月１日から２０２３年３月３

１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジィ・シィ企画の２０２３年３月３１日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において

認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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